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都留市は天和3年（1683年）江戸の大火で庵を焼かれた松尾芭蕉が、国家老の高山傳右衛門繁文（俳号は麋塒（びじ））

に招かれ谷村藩に約半年間滞在して「馬ぼくぼく吾を絵に見る夏野かな」などの名句を残し、俳諧との深い土地とな

っています。

ミュージアム都留では松尾芭蕉の来訪にちなみ、平成13年度より毎年松尾芭蕉と甲州の俳諧との関わりをテーマ

にした、芭蕉のさと企画展「甲州俳諧展」を開催しています。

本年度は、山梨の俳諧の流れを分かりやすく紹介します。

ベ
ラ
ス
ケ
ス（
１
５
９
９
〜
１
６
６
０
年
）は
、

ス
ペ
イ
ン
・
セ
ビ
リ
ア
生
ま
れ
の
宮
廷
作
家
と
し

て
著
名
で
す
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
４
世
時
代
の
王
室
、

貴
族
の
肖
像
画
を
多
数
残
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
増

田
画
伯
も
こ
の
よ
う
な
独
り
人
物
を
一
方
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
様
に
描
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
肖
像
画
に
生
命
を
与
え
た
と
言

わ
れ
る
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
心
よ
り
敬
意
を
も
っ
て
17

世
紀
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
配
し
て
描
い
た
連
作
で
す
。

市
民
俳
句
か
る
た
大
会
は「
都
留
市
俳
句
連
盟
」が
俳
句

か
る
た
を
通
じ
て
、
市
民
が
俳
句
に
親
し
み
、
情
操
を
豊

か
に
す
る
こ
と
で
、
潤
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催
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す
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０
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児
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３
年
生
）

○
小
学
校
高
学
年
の
部（
４
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６
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・
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。

11
月
30
日（
木
）ま
で
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ュ
ー
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ア
ム
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留

午前9時～午後4時30分
一般　300円（210円）
高・大学生　200円（140円）
小・中学生　100円（70円）
※( )内は20名以上の団体料金
※チケットは増田誠美術館と共通券となっています。
11月4日（土）、6日（月）、13日（月）、20日（月）、21日（月）、
24日（金）、27日（月）
ミュージアム都留　 （45）8008

勝山城（お城山）跡学術調査が、昨年から5ヵ

年計画で始まりました。

昨年は、調査を円滑にまた効果的に進めるた

め、県内外の城郭研究の第一人者を募り、勝山

城跡学術調査会を設置しました。調査としては、

当時の勝山城の様子を地形から読み取るため、

勝山城跡の地形測量調査を行いました。

今年度からは、本格的な学術調査に入り、発

掘調査や資料

調査、また、

谷村の町が城

下町として、

現在までどの

ような変遷を

してきたかを

解明するための町割り調査などを行います。

勝山城に関連する資料をお持ちの方は、ミュ

ージアム都留まで、お知らせください。

12
月
24
日（
日
）ま
で

増
田
誠
美
術
館（
ふ
る
さ
と
会
館
２
階
）


